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農林水産省

施設園芸は
トップを伺う位置

とりわけ・・

東三河にて
様々な品⽬愛知県の施設園芸の展望

地域の農業の情勢の変化

愛知県三河で特に盛んな施設園芸

図で⾒る愛知の園芸農産 
https://www.pref.aichi.jp/uploaded/attachment/512769.pdf

⽣産性がアップ

品⽬
2015→2019の⽐較

作付⾯積 出荷量 ⽣産性
トマト 96%⇓ 107%⇑ +11.5%
イチゴ 96%⇓ 106%⇑ +10.4%

換気最⼩化→⾼CO2濃度
維持→光合成促進

セミクローズド・ハウスの三⼤要件
①⾼気密性
②換気の完全制御
③室内の循環と空調

わが国の園芸施設の約96％を占める
パイプハウスセミクローズド化

SPA環境制御を組み込んだセミクローズド・電化パイプハウス

セミクローズド・ハウスの特徴と優位性

換気の完全制御

Semi-Closed Greenhouse ModulAIR 3.0 -
Van der Hoeven Horticultural Projects B.V.
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光合成計測技術による世界で唯⼀の制御

温室光合成計測と最適CO2制御
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光合成モデルが予測する
トマトの売上⾼

換気設定で変化する
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地域カーボン
ニュートラル

気候変動
対応⽣産

⽣産現場で
光合成速度を
リアルタイム計測

年間⽇射量に基づいた適地 CO2排出量に基づいた適地

&

CO2供給ライン＠豊川⽤⽔

独⽴⾏政法⼈⽔資源機構HP
（https://www.water.go.jp/chubu/toyokawa/） 

H2O→CO2

豊川総合⽤⽔⼟地改良区

 
 

 
 

 
 ファームポンド上部や空き地を有効活用して、太陽光発電設備を導入し、その
電力で直接、インバータ内蔵モーター（約 400 か所）を稼動させ、地産地消型
エネルギーを供給する。（蓄電池も併用）  
 

  
地域振興を考慮し、揚水機場上屋の更新時には、三

河材（水源地産）を活用し木造・木質化を図る。 
 

 
施設園芸の生産性向上のために、工場等の生鮮された二酸化炭素

（CO2）を、セミクローズド・パイプハウスに運搬
する等、供給する「CO2 循環型地域社会」の
構築に向けて検討する。 
            

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

１ha 以上の集約農地づくりと、基地局等を設置し次世代通信技術「6G」
との連動も考慮する。 
 

 
揚水機場・調整池等へ ICT・AI を導入し、水と電力の 効率的な運用や、

管理労力の軽減を図るとともに、組合員への広報活動にも別途利用する。 
 

 
 

 
 水資源機構営事業の制度拡充により、小規模な揚水機場も改築可能となっ
たため、更新事業を推進する。 
（対象施設は約 400 か所の揚水機場） 
 

 
豊川用水施設を再点検し、水源施設・支線水路等の耐震対策・老朽化対

策が必要な施設については事業化を図りつつ、現二期事業を積極的に推進する。 

 
 
 
 
 

 
 

 

１  カーボンニュート ラル 

(1)地産地消型エネルギー供給 

(2)森林保全による脱炭素への貢献 

(3)ＣＯ2供給による光合成促進・ 増収 

次世代農業推進協議会の設置 

２  新たな基盤整備 

(1)スマート 農業を見据えた農地基盤づく り 

(2)デジタルの積極的な導入 

３  防災・ 減災対策 

(1)揚水機場の耐震対策 

(2)豊川用水施設の更新整備 

豊川用水から次世代農業を展望する 【総合政策提案】 豊川総合用水 

県営経営体育成基盤整備事業で 2 地区を実施中 
東細谷地区 102.1ha、和地太田地区 25.3ha 

揚水機場の耐震対策の推進に加え、地産地
消型エネルギーの供給や、森林保全による脱炭
素に向けて、積極的に取り組む 

農研機構（環境省予算）のカーボンニュートラル
実証事業で新城市の西門沢揚水機場で、3/8
日本初となる試運転に成功。秋には田原市の和
地揚水機場にも導入予定。 

豊橋技術科学大学で実証中 

令和 6 年度の協議会設立に向け、東三河県庁を中心に、協議会の具現化に向けた準備会を開催中 

約 20％に導入済み。 
豊橋開拓、高豊、豊橋南部、田原、新城地区で導入 

国府支線、高師支線に ICT と AI を導入し遠隔監視制
御を実施中 

  農林水産省、水資源機構、農研機構、愛知県、豊橋市、豊川市、蒲郡市、新城市、田原市、湖西市、豊橋技術科学大学、愛知大学、愛知工科大学、愛知・豊
川用水振興協会、農業協同組合、豊川総合用水土地改良区等で構成する本会を立ち上げ、総合的に検討・展望を開くことで、豊川用水地域の農家に対して奮起を
促すとともに、全国から営農希望者の受入れを支援する。 

～安心して農業に取り組める社会へ～ 

豊川⽤⽔次世代農業推進協議会

愛知県知事、豊橋市⻑をはじめ東三河周辺6市⻑
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本技術を愛知県が推進することの合理性

愛知県産業との親和性:農業×⼯業

最新
環境調節
施設⽣産

冬のあいだ、温かい部屋で
植物が枯れないようにする

環境制御型農業⽣産の到達点へ

温室から施設⽣産に発展

⼈⼯光やCO2で光合成を促
進し、通年で⾼い⽣産性を達成

単なる温室

新しい技術の適切な
使い⽅がわからない。

収量増による農業
所得の向上。


